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ISO120/121 絶縁アンプの外部同期

ISO120/121

ISO120/121 精密アイソレーション･アンプ（ISO アンプ）
の内部クロック回路は、外部クロック信号と同期させるこ
とができます。外部クロックとの同期を利用して、マルチ
チャンネル･システムのビート周波数や特定のAC信号また
はその高調波を除去することができます（ISO120/121 の
データシートを参照）。
適切な振幅をもった正弦波または三角波の外部クロック

信号は、直接ISO120/121 に接続できます。クロック周波
数が400kHz以上の場合は方形波の外部クロックも、直接
ISO120/121 に接続できます。これ以外のクロック信号
は、図2に示すシグナル･コンディショニング回路の追加に
より使用することができます。

正弦波または三角波の外部クロックとの同期
ISO120/121 の理想的な外部クロック信号は、±4Vの正弦

波または±4V、デューティ･サイクルが50％の三角波です。
ISO120/121 の ext osc ピンは、±3V～±5Vの正弦波または
デューティ･サイクルが25％～75％の三角波によって直接

図1. Ext Osc ピンの内部クランプとフィルタ回路を示すISO120/121 のブロック図

C1, C2 ISO120/121
外部クロックの周波数範囲 変復調回路の外付けコンデンサ

400kHz～700kHz なし
200kHz～400kHz 500pF
100kHz～200kHz 1000pF
50kHz～100kHz 2200pF
20kHz～50kHz 4700pF
10kHz～20kHz 0.01µF
5kHz～10kHz 0.022µF

表Ⅰ. ISO120/121 の外部クロック周波数と変復調回路の外
付けコンデンサの推奨値

外部クロックの周波数範囲 CX

400kHz～700kHz 30pF
200kHz～400kHz 180pF
100kHz～200kHz 680pF
50kHz～100kHz 1800pF
20kHz～50kHz 3300pF
10kHz～20kHz 0.01µF
5kHz～10kHz 0.022µF

表Ⅱ. 図2の回路の周波数とCXの推奨値
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ドライブすることができ、ISOアンプの内部変復調回路が信号に
同期します。
400kHz以下の信号と同期させるには、2個の外付けコンデンサ
をISO120/121 に追加する必要があります。図1に示すように、一
方のコンデンサは内部の変調回路のコンデンサと並列に接続し、
もう一方のコンデンサは内部の復調回路のコンデンサと並列に接
続します。
変調回路の外付けコンデンサC1の値は、外部クロック信号の周
波数に応じて決まります。表Ⅰに推奨値を示します。
復調回路の外付けコンデンサC2の値は、変調回路の外付けコン
デンサの値に応じて決まります。安定性を確保するには、C2の値
をC1の0.8倍以上にすることが必要です。C2の値を大きくすると、
帯域幅が狭くなり安定性が向上します。

f–3dB ≈
1.2

200kΩ (150pF + C2)

ここで

f–3dB ≈ C2を外付けしたISO アンプの–3dB帯域幅（Hz）
C2 = 復調回路の外付けコンデンサ（F）

例えば、C2 = 0.01µFであれば、ISO120/121 のf–3dB帯域幅は約
600Hzになります。

400kHz～700kHzの方形波の外部クロックとの同期
400kHz以上の周波数では内部クランプとフィルタによってシ
グナル･コンディショニングが行われるため、方形波信号を使用
して直接ISO120/121 をドライブすることができます。方形波の
外部クロック信号を使用してISO120/121 の ext osc ピンを直接
ドライブできるのは、信号が400kHz～700kHzの範囲内にあり、
デューティ･サイクルが25％～75％、レベルが±3V～±20Vの場合
です。内部クランプおよびフィルタ回路の詳細については、図1
を参照して下さい。

デューティ･サイクル10％～90％の外部クロックとの同期
図2に示すシグナル･コンディショニング回路を追加すると、
デューティ･サイクルが10％～90％の任意の方形波信号で
ISO120/121 の ext osc ピンをドライブすることができます。図
の値を使用した場合は、4Vp-p TTL信号で回路をドライブできま
す。入力電圧がこれより高い場合または低い場合は、電圧に比例
して抵抗RXの値（図では1kΩ）を増減します。例えば、±4Vの方形
波（8Vp-p）の場合は、RXを2kΩにします。図2の回路に使用するCX
の値は、外部クロック信号の周波数によって決まります。表Ⅱに
コンデンサの推奨値を示します。

注：外部クロック周波数が400kHz以下の場合は、前記と同様、
ISO120/121 に変調/復調回路の外付けコンデンサを追加すること
が必要です。

図2. ISO120/121 のExt Oscピンをドライブするために方形波を三
角波に変換するシグナル･コンディショナ
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